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ＪＲ小野田駅のバスロケーションシステムサイネージについて 

 

 

１ 趣 旨 

令和５年４月１日からＪＲ小野田駅にて運用しているバスロケーションシステム

サイネージ（電子時刻表）について、ＪＲ山陽線の下り、サンデン交通のバスの時

刻表が令和６年３月１６日から追加表示された。 

 

２ 期待される効果 

 これまでは、画面上で船鉄バスとＪＲ小野田線の運行情報のみの掲載であったが、

ＪＲ山陽線の下り、サンデン交通のバスの時刻表を同時に確認できるようになり、

利用者が目的地や待ち時間に応じて自由にバス・鉄道を選択できる利便性が向上し、

本市公共交通の利用促進につながることが期待される。 

 

【画面等のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 


